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空港建設のための調査
国際空港の建設は１兆円近くを投入する巨

大プロジェクトになります。従ってその調査
も膨大なものになりました。とりわけ六次空
整では「関係者が連携して総合的な調査を行
う」とされており、平成３年から７年という
期間はその最盛期到来の感がありました。
調査するのは、これまでは地元の空港調査

会と三県一市でしたが、３年からは六次空整
を受けて新たに国（運輸省等）が加わりました。
その分担はおおむね、国と空港調査会が空港
そのものの計画と環境影響の調査を。自治体、
とくに空港の地元を抱える愛知県が周辺の広
域な影響を調べることになりました。ただし
運輸省はまだ空港
の成立可能性、い
わゆるフィージビ
リティ調査の段階
なのに対し、地元
は先行して今後の
空港計画や環境ア
セスメントに必要
なデータを先取り
していく調査です
（図１）。いよいよ
具体的に動き出し
た中部新国際空港

プロジェクトの調査を追ってみたいと思います。

現地調査の開始

（１）調査体制
まず平成３年から４年にかけて、六次空整

に合わせてその調査体制が作られました。
早く立ち上がったのは六次空整に満を持し

ていた運輸省の第五港湾建設局でした。空整
決定直後の３年１２月７日、委託先の外郭団体、
�沿岸開発技術研究センターに「中部新国際
空港空港島建設技術検討委員会（委員長：岩
垣雄一名城大学理工学部長）」を設置しました。
委員には地域の学識者の他、同省の港湾技術
研究所の関係する部長が参加しています。

中部
国際空港の物語
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【９】総合調査…騒音問題の「峠」

図１ 第六次空港整備５ヶ年計画期間中の調査の分担と予算額（文献①より）



それとほぼ同じ時期に動き出したのが、現
地調査入りを交渉中の漁業でした。この調査
の多くは�日本水産資源保護協会に委託され、
そのもとに「中部新国際空港建設計画検討の
ための漁業調査委員会」が設置されました。
同協会は、それまでにも関西空港を始め多く
の海上の大プロジェクトの調査を行ってきて
おり、各漁業組合も参加しているため、事業
者と漁業者の合意が得やすいという面があり
ました。
そして４年７月、空港調査会の中に「中部

新国際空港に関する環境影響調査委員会（委
員長：飯島宗一元名大学長）」が設置されまし
た。この委員会には、騒音・海象・大気・自
然の４専門部会が設けられ、新空港に関して
行われる各機関の環境調査の総合的な司令塔
ともいえるものになりました。

（２）陸域調査
調査でまず必要になったのが現地の状況の

把握です。調査は地元での合意の得られた陸
域での調査から始まりました。４年１１月２３日、
愛知県は知多半島の数箇所で気象調査と大気
汚染の現況調査をスタートしました。続いて
陸域生物、電波障害、翌年になって環境騒音
等と、新空港の設置で影響を及ぼす可能性の

ある事項の現況調査が知多半島一帯で次々に
開始されました（図２）。しかし、交渉がまと
まっていなかった肝心の海域での調査は待機
を余儀なくされたのです。

（３）海域調査
海域での調査が始まったのは、前回も紹介

しましたが、その３ヶ月程後の５年３月２０日
になりました。
海域の調査は大きく２つに分けられました。

一つは地盤の土質を調査するボーリング。今
一つは海中・海底の現状調査です。とりわけ
ボーリングは大きな櫓を海上に何台も設置し
て行うものだけに注目を集めました。この成
果は空港位置の決定、建設の工法、事業費の
算出に直接関係することになります。
海域の調査では、定常的な現地の気象・海

象を測定するため、少し遅れて６年７月に海
上環境測定局が設置されました。この海上に
突き出た塔は、結局建設工事まで測定が続け
られました。空港に欠かせない風向・風速は
ここで現地のものが測定されたのです。

（４）実機飛行
調査の中で知多半島の市民から待ちわびら

れていたのが実機飛行による騒音の体験でし
た。一般に「WECPNLで７０以下」といわれて
も、具体的にどのくらいの音なのか見当が付
かないからです。その飛行が、心配されてい
た北西風の吹き始める５年１２月５日に設定さ
れました。滑走路がないのに着陸・離陸の飛
行をするということで海上に目印を設け、実
際に近い飛行ができるよう工夫が必要でした。
当日は、晴、視界は１０㌔、風速は５㍍と絶

好な日和になりました。機体はＢ７６７（中型）
とＢ７４７（大型）で、それぞれ着陸可能な最大
の燃料と荷重を積みました。このため大型機
は成田空港からの飛行だったのです。飛行ル
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図２ 平成４、５年頃の現況調査の項目（文献②より）
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ートは、北向きと南向き。直進と旋回各２回
と東向きの横断の計５回で、２機体、午前・
午後の飛行で、合計は２０回になりました。
その結果は、空港に近接する常滑市内では

大きい所で６０デジベル台でしたが、北側の弥
富町等と南側の美浜町の一部で７０デジベルを
越えることになりました（図３）。事後アンケ
ートではほとんどの人が「聞こえなかった」
「思ったより小さい」と答えたのです。
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… 騒音の行く先 ― 冨具崎 …

実機飛行で大きな音を記録した野間や冨具
崎とはどんな所でしょうか。今回は常滑市の
南に続く美浜町を訪ねてみます（図４）。
〈野間から〉
名鉄の知多新線の野間駅を降りて海岸に向

います。駅前を出て次の道を南に曲ります。
突き当たって右に進むと源義朝が暗殺された
所の野間大坊です。途中の長田屋敷跡とか、
はりつけの松という案内板もこの故事と関わ
ります。義朝は入浴中に襲撃をうけ、「無念
や、われに木太刀１本なりともあらば…」と
叫んだという伝説から、その墓には多くの木
太刀が供えられています。大坊の前の道を西
に進み、県道を越えると野間海水浴場です。
野間の海岸からは西北方向にかすかに空港が
見えます。距離は１０㌔位あるでしょうか。こ
の付近もノリの養殖が盛んです。

海岸を南に進み、川の河口を渡ります。左
手から山が迫っており、麓の石碑から山上に
冨具神社があることがわかります。前の県道
を右に進むと、知多半島の西岸に突き出して
いる冨具崎です。
冨具崎は戦後の漁港で、岬から２００㍍ほど

突き出た堤防が造られました。この、空港か
ら１０㌔以上離れた所が、実機飛行では７５デジ
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木太刀が山と積まれた義朝の墓。
周りには池禅尼など関係した人の塚もある

野間海岸。遠方に空港がかすんでいる
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ベルと陸域で最も大きく聞こえた地域になり
ました。というのは、音は飛行機から発生す
るため、この岬の先が飛行機ともっとも近づ
く地点だからです（野間本郷の７６デジベルは
飛行ルートがそれたためといいます）。その
ため実機飛行で大きな音を記録したのを受け
て地元と協議が続けられ、最終的には滑走の
向きを従来計画の１３度から北へ２度傾けるこ
とでその軽減が図られました。
堤防の先に立つと、空港ははるか先ですが、

着陸態勢に入った機体は意外に近いところを
空港に飛んで行くのが分かります。
〈内海へ〉
冨具崎港を出てお隣の灯台に向います。野

間埼の灯台は知多半島の西岸にある唯一の海
岸灯台で有名です。高さは２０㍍程ですが、大

正時代から今日まで航行する船を守ってきま
した。ここからはもう空港は見えません。夕
日のビュウポイントで、何組かが海岸で夕空
を眺めています。
灯台から南に進むと海岸は左に曲がり、小

野浦の海水浴場になります。ここから内海に
かけては細かい砂の海岸で有名です。ところ
が、この砂の素がどこなのかで空港建設との
関わりが問題になりました。もし木曽川側だ
とすると新空港の建設は大きな影響があると
考えられるからです。結果は砂の成分分析で
否定され、背後の山か湾口側の可能性が残り
ました。
南に海岸を進むと、お吉ヶ浜、千鳥ヶ浜と

内海の美しい海岸が続きます。県道に出て内
海の交叉点を北に進むと名鉄の内海駅です。

気が付かなかった人
この実機飛行を待ち続けた人達がいました。

騒音問題で空港への反対を明確にしようとす
る人達です。調査の中心会場だった常滑市役
所の西側には、朝早くから関係者や住民が集
まりました。最初に飛んだのは小牧空港から
飛び立ったＢ７６７（中型）機でしたが、静かに
飛び去っていきました。
会場には、常滑で騒音問題から空港反対を

主張していた中心的な人がいました。ところ
がその人が肝心の飛行機の通過に気が付かな
かったのです。「えっ、もう通ったの？」と。
もっと大きな音がするに違いないと思ってい
たのでしょうか。それとも、波の音の方が大
きかったのでしょうか。
常滑で聞こえる音は、次に飛んだ大型機で

も６０デジベル台でした。各人の予想より小さ
かったがゆえにでしょうか。１回では分らな
い、深夜はどうか、夏季はどうか、低騒音は
いいか、等の課題が指摘されました。しかし
この指摘こそが、逆にみれば、環境問題の最
大の課題である騒音に先が見えたことを意味
していたのです。
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